
開始時
間

終了時
間

所要時
間

内容 講師
対応する開催
指針の形式

対応する開催指針の項目（新）

8:45 9:00 15 受付

9:00 9:05 5
開催にあたっての確
認

全体会場

9:05 10:05 60
緩和ケア概論/つらさ
の包括的評価と症状
緩和

平野拓司 講義 患者の視点を取り入れた全人的な緩和ケア

10:15 10:25 10 休憩

10:25 12:25 120
がん疼痛の評価と治
療/苦痛のスクリーニ
ング

村上雅彦 講義

がん疼痛の機序、評価及びWHO方式のがん疼
痛治療法を基本とした疼痛緩和に係る具体的な
マネジメント方法（放射線療法や神経ブロックの
適応を含めた専門的な緩和ケアへの依頼の要
点、医療用麻薬の使用上の注意点に配慮）

12:25 13:15 45 昼食 昼食兼ミーティング

13:15 13:35 20
講師・ファシリテーター
紹介アイスブレーク

村上雅彦

13:35 14:55 80
オピオイドを開始する
とき

小原眞
ロールプレイ/
ワークショップ

医療用麻薬を処方するときの患者への説明につ
いての演習

14:55 15:05 10 休憩

15:05 15:35 45 放射線治療 有賀久哲 講義

15:35 16:35 60 不安・抑うつ・せん妄 道又　利 講義

16:35 16:45 10 休憩

16:45 18:05 80 がん疼痛事例検討 小野寺美緒
グループ演習/
ワークショップ

症例検討：がん疼痛に対する治療と具体的な処
方

18:05 18:15 10 休憩

18:15 19:15 60
療養場所の選択と
地域連携

澤田正志
講義/グループ
演習

がん患者の療養場所の選択、地域における医療
連携、在宅における緩和ケア

18:30 18:40 10 ふりかえり

8:45 9:00 15 受付

9:00 9:45 45
コミュニケーション講
義

道又　利 講義 がん医療におけるコミュニケーション技術

9:45 9:55 10 休憩

9:55 11:25 90
コミュニケーションロー
ルプレイ

澤田正志 ロールプレイ
患者への悪い知らせの伝え方についての検討
及び演習

11:25 11:35 10 休憩

11:35 12:05 30 神経ブロック 大畑　光彦 講義

12:05 12:50 45 昼食

12:50 13:20 30 呼吸困難 佐藤一 講義

13:20 14:10 30 消化器症状 佐藤一
講義/グループ
演習

その他：身体的、精神心理的、社会的苦痛の緩
和、家族ケア、がん体験者やケア提供者の講演

13:40 13:50 10 閉会 全体会場

大船渡病院　緩和ケア研修会


